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	 講演題目：共生生物「地衣類」はどのように進化してきたのか？

	 講演者名：大村　嘉人　研究員（国立科学博物館 植物研究部 菌類・藻類研究グループ）

	講演の概要

　地衣類は菌類と藻類（またはシアノバクテリア）が共生することによって，特殊な構造の地衣体や特有の化学成分を作り出しており，通常の生物が生育困難な高山や砂漠などの厳しい環境下でも生育できる性質を獲得している．さらに，地衣類の共生藻として知られる単細胞性緑藻のTrebouxiaは，地衣体以外の場所からコロニーとして見つかっていないことから，地衣体内での生育に適応して進化してきた分類群であると考えられている．このような菌類と藻類との密接な関係のために，両者間での共進化の可能性がしばしば言及されてきた．しかし，地衣類を構成する菌類と藻類の組合せについて形態的に種が同定されているのは全体の2%以下でしかなく，地衣類がどのように進化してきた生き物で，菌類と藻類がどのように関わっているのかなどについても，まだ分かっていないことが多い．本講演では，これまでに演者らが行ってきたウメノキゴケParmotrema tinctorumの遺伝的多様性の解析から明らかになったことを中心として，地衣類における菌類と藻類の進化的な関わりについて考えてみたい．

　ウメノキゴケは裂芽による栄養繁殖を基本とするため，地域集団内では同じ遺伝子型の菌と藻の組合せによる個体が多数検出されると予想された。しかし，ITS rDNAに基づいて地域集団を解析した結果，遺伝的に多様な共生藻との組合せが検出され，単純に栄養繁殖しているわけではないことが示された。また，ウメノキゴケと同じ遺伝子型の共生藻が系統的に異なる地衣類からも見出されたことから，共生藻は様々な地衣類間で移動していることも示された。さらに，ウメノキゴケが生育している基物上には，適合する藻であるTrebouxia corticolaの複数の遺伝子型がDGGE法によって検出され，そのうちの一つが同所のウメノキゴケ共生藻と同じ遺伝子型となっている場合もあることを見出した。これらのことから，ウメノキゴケは繁殖過程において基物上の藻を取り込み，母体の共生藻と入れ替わることにより菌と藻との組合せが多様化していると考えられた。一方，ウメノキゴケ共生藻の多様性は，市街地では低く，郊外では高くなる傾向があった。集団遺伝構造の解析結果から，市街地の集団には環境ストレスによる選択圧がかかっており，生態的に不利な個体は淘汰されるか有利な共生藻に入れ替わるかして似通った遺伝子型の個体から構成される集団が形成されていく可能性が考えられた。

　以上より，地衣類における菌類と藻類の関係は厳密な意味での共進化ではないと言える。藻類との適合性は菌類の分類群によって決まっているようであるが，環境に応じて適合可能な藻類と入れ替わることにより組合せは遺伝的に多様化していることが分かってきた。異なる系統の地衣類間で同じ遺伝子型の藻が共有されていることから，菌類の共生藻との適合性は各分類群で独立に進化してきたものと考えられる。
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